
第２学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
１ 単元名 

仕事と自分 

２ 単元の目標 

 資料や職場体験から，どの仕事も尊いものであることや仕事をすることは働く人の努力と周り

の人との関わりの中で成り立っていることに気づき，学級の係に対する自分の見方を見つめ直し，

学級のために自分がすべきことを誠実に行ったり，仲間の頑張りを認めたりする意識を育てる。 

３ 単元の流れ(９時間） 職場体験学習にかかわる時間(１５時間) 全２４時間 

時 時案名 ねらい 学習活動 資料 評価規準 

１ 

やって

みたい

仕事① 

人を大切にする気

持ちで仕事をするこ

との大切さに気づ

く。  

【気づく】 

・ＤＶＤ(前半)の視聴 

・仕事に向かう F さん

の気持ちを考える。 

・感謝の気持ちで働く

ことについて考える。 

「仕事ハッ

ケン伝」前半 

 関わる人との

ことを思って働

くことが大切で

あることを記述，

発言している。 

２ 

やって

みたい

仕事② 

 関わる人を大切に

思いながら働く F さ

んの姿を観ることを

通して，一生懸命働

くことが自分を育て

ることになると気付

く。 

【気づく】 

・ＤＶＤ(後半)の視聴 

・まわりの人に認めて

もらった F さんの気

持ちを考える。 

・一生懸命働くことに

ついて考える。 

「仕事ハッ

ケン伝」後半 

 一生懸命に働

くことがまわり

の人や自分のた

めになるという

記述や発言をし

ている。 

３ 

やりた

い仕事 

やりた

くない

仕事 

 やりたくない仕事

について考えること

を通して，自分は仕

事を印象だけで決め

ていたり，優劣をつ

けていたりすること

が分かる。 

【わかる】 

・自分がしたい仕事と

したくない仕事を考

える。 

・印象だけで決めてい

ることに気づく。 

 自分は仕事に

優劣をつけてい

ることに気付い

た記述，発言をし

ている。  

 

 

４ 

 

 

 

さらば

“ニー

ト” 

ニートの状態から

抜け出そうとする若

者の姿を観ることを

通して，働けない状

態の苦しさに気づ

き，今の自分たちの

姿勢と同じことに気

付く。 

【気づく】 

・「ニート」のイメージ

について交流する。 

・ＤＶＤを視聴する。 

・感想を交流する。 

特報首都圏 

さらば“ニー

ト”～支援施

設の若者た

ち～」 

 ニートの状態

は苦しいことが

理解できた記述，

発言をしている。 

５ 
福祉の

仕事① 

 介護福祉士の方が

働く様子を見て，利

用者を大切に思って

働くことの大切さに

気付く。 

【気づく】 

・ＤＶＤを視聴する。 

・感想を交流する。 

「あしたを

つかめ 平

成若者仕事

図鑑(No.177

笑顔を支え

たい 介護

 Kさんが利用者

のことを大切に

して働いている

記述，発言をして

いる。 



福祉士)」 

６ 

※ 

本時 

 

福祉の

仕事② 

 自分が K さんのように

働けるかを，K さん及び

関わる利用者の思いを踏

まえて考えることを通し

て，人との関わりの中に

働く喜びや価値があるこ

とがわかる。 

【わかる】 

・K さんが頑張って働ける

理由を考える。          

・自分ならできるかどうか

か考える。 

・利用者の気持ちを考え

る。 

 

前時のメモ  自分のことだけ

でなく相手のこと

を考えて働くこと

が仕事をやる喜び

や価値につながる

という記述，発言を

している。 

７ 

～ 

21 

 

２ 

日 

間  

 

職場 

体験 

 

振り返

り 

 

 体験を通して働くこと

の大変さや仕事をする上

で大切なことを理解す

る。 

 自分の働きぶりを客観

的に振り返ることができ

る。 

・体験のｱﾎﾟを取り，必要な

ものを確認して，お願い

をする。 

・体験学習をする。 

・仕事をする上で大切にさ

れていることを教えても

らう。 

・1 日ごとに振り返りを書

く。 

・体験したことや考えたこ

とを新聞にまとめる。 

職場体験学習

のしおり 

真剣に働いてい

る。 

体験先で学んだ仕

事をする上で大切

なことを記述して

いる。 

22 

 

働くう

えで大

切なこ

とは 

 働くうえで大切だと思

うことを交流する中で，

自分の仕事の姿を振り返

り，自分見つめをする。 

【見つめる】 

・働くうえで大切だと思う

ことを付箋に書き，班で

交流する。 

・全体で上記内容を確認す

る。 

・自分の係の仕事を見つめ

直し，自分が大切にすべ

きことを考える。 

前時までの学

習プリント 

 働くうえで大切

なことをつかみ，自

分が努力すべきこ

とを記述している。 

23 

仕事を

自信に

つなげ

る 

 清掃の仕事をする新津

さんの姿を観ることを通

して，懸命に働くことが

自信につながることに気

づく。 

【気づく】 

・ＤＶＤを視聴する。 

・感想を書く。 

「プロフェッ

ショナル仕事

の流儀 NEW 心

を込めて，当た

り前の日常を

ビル清掃 新

津春子」 

 努力を積み重ね

て働くことが自信

につながるという

ことを記述してい

る。 

24 

今の自

分の仕

事 

 今までの学習をもと

に，仲間の頑張りを認め

ていくとともに，仲間の

中で役割を果たすために

頑張ろうとする意欲をも

つ。 

【のりこえる】 

・今までの学習で学んだこ

とを交流する。 

・仕事の向こう側には人が

いることを確かめる。 

・今の自分が頑張りたいこ

とを交流する。 

本時までに学

習したノート 

 仕事は人に関わ

ることを理解し，自

分がこれから努力

すべきことを記述，

発言している。 

 



本時の目標：自分が K さんのように働けるかを，K さん及び関わる利用者の思いを踏まえて考え

ることを通して，人との関わりの中に働く喜びや価値があることがわかる。 

本時の展開（第６時：福祉の仕事②） 

段階 主な学習活動 留意点と評価 

導
入 

【わかる】 

１ 前時の振り返りをする。 

・K さんは「利用者さんに合わせる」「笑顔を見たい」という

思いで仕事をしている。 

・K さんの職業観・勤労観を示

し，利用者の方とどう関わって

いたか確認する。 

・福祉の仕事に偏見がないよう

にする。 

展
開 

２ 課題を確認する。 

 

 
 

３ 自分の意見をどの立場に当てはまるか書く。 

 

４ 班ごとに意見をホワイトボードに書いて交流する。 

・立場ごとに意見を分けて名前を書き，どんな思いでその立

場を選んだか理由を交流する。 

 

５ 班で交流した意見を全体で深める。 

・働けないを選んだ人は「責任が大きい」や「面倒くさい」

という理由が多い。そこには自分にはできない，やりたく

ないという思いがある。 

・迷うを選んだ人は「実際にできるか不安」や「自信がな

い」という理由が多い。そこには失敗したらどうしよう，

できなかったらどうしようという思いがある。 

・働けるを選んだ人は「喜んでもらうのが嬉しい」や「達成

感がある」という理由がある。そこには相手のためを思っ

て働いている思いがある。 

 

・大変だという思いや，自分には

できないという率直な感想を

認める。 

 

・「働ける」を選んだ生徒の意

見の後に「Kさんも嫌だと思う

ことはないか」と発問するこ

とで，大変なことの中にもや

りがいや喜びがあると考える

きっかけを作る。 

 

・「UさんやAさんはどんな気持

ちでKさんの介助を受けている

のだろうか」と問い，２人の

気持ちを考えることで，相手

の立場に立って考えられるよ

うにする。 

 

・利用者の気持ちを考えた後，

学級で係活動を頑張っている

生徒に「どんな思いで係活動

を頑張っているのか」を話し

てもらい，自己みつめのきっ

かけをつかむ。 

終
末 

６ 本時に考えたことを最初の意見と比較しプリントに記入

する。 

・自分も K さんのように相手のために働けたら良いと思った。 

・K さんは自分の都合でなく，利用者さんのことを思いやって

仕事をしているから頑張って働けるのだと思った。 

・Kさんのような考えで係の仕事をしている仲間がいてすごい

と思った。 
・K さんのような考え方があることを知って，自分だけでなく

相手のことを思いやって働くのはすごい考え方だと思った。 

・自分は K さんのようにはなれないけど，誰かのために頑張

る K さんはすごいと思った。 

・自分のことだけでなく，相手の

ことを考えて働くことが仕事

をやる喜びや価値につながる

ことに気付くことができる。 

 

自分は K さんのように働けるか 

働ける 

・喜ばれると嬉し

い。 

・大変だけど達成感

がある。 

 

働けない 

・責任が大きい 

・面倒くさい 

・自分には無理 

 

迷う 

・実際にできるか不安 

・できるか自信がな

い。 

 


